
証券コード 2480

平成30年6月8日

株 主 各 位
東 京 都 目 黒 区 東 山 ２ 丁 目 ６ 番 ３ 号

システム・ロケーション株式会社
代表取締役社長 千 村 岳 彦

第50期定時株主総会招集ご通知

拝啓　日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、当社第50期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席

くださいますようご通知申し上げます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することが

できますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封

の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成30年6月26日

（火曜日）午後5時30分までに到着するようご返送くださいますようお願い申

し上げます。
敬　具

記

１．日 時 平成30年6月27日（水曜日）午前10時

２．場 所 東京都目黒区東山2丁目6番3号

本社ビル5階会議室

（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項

報 告 事 項 １.第50期（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

事業報告、連結計算書類ならびに会計監査人及び監査

役会の連結計算書類監査結果報告の件

２.第50期（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

計算書類報告の件

決 議 事 項

第１号議案 剰余金処分の件

第２号議案

第３号議案

監査役１名選任の件

退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件
以　上

　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよ
うお願い申し上げます。
　なお、株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、
インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス　http://www.slc.jp/)に掲載させていただきま
す。
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（添付書類）

事　 業　 報　 告

（ 平成29年4月 1日から
平成30年3月31日まで）

１．企業集団の現況

(1) 当事業年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果

　第50期（平成29年４月１日から平成30年３月31日）におけるわが国経済は、大企業中心

に企業収益は改善傾向が見られ、雇用環境の改善を背景に緩やかな景気回復基調が見られ

ました。一方で、米国政権の動向や欧州の政治情勢の不安定さ、中東及びアジア地域にお

ける地政学的リスクの高まりにより、国内景気への影響が懸念される等、先行きは依然と

して不透明な状況となっております。こうした経済環境の中、当社関連市場においては、

新車販売台数・中古車登録台数はほぼ前期並みの水準となりました。

　こうした状況の中、当社グループは当期におきまして、継続的な事業の成長を目標に、

引き続き当社の基本商品である「ＲＶ Ｄｏｃｔｏｒ」、「ＰＶ Ｄｏｃｔｏｒ」、「車種

ＤＢ」を組み込んだプラットフォームの利用拡大、お客様のニーズに対応した当社開発シ

ステムの普及を推進いたしました。

　当社グループは前期末に再販業務支援を撤退し、当期よりシステム業務に経営資源を集

中することといたしましたが、人的資源の活用や業務の移行につき計画通りに実行するこ

とができました。その結果、当期において、収益面については概ね計画通りに推移させる

ことができました。当下半期からは基礎データに係る投資を増加させていくこととし、当

第3四半期における「トラック ＲＶ Ｄｏｃｔｏｒ」の刷新などもこうした流れの一つの具

体例となります。また、当第4四半期より、お客様からのニーズを受けながらも開発エンジ

ニアの不足によってお待たせをしていたシステム開発を、合弁子会社ミネルバグランディ

ールを設立したことで本格化いたしました。こうした投資の本格化は短期的に利益を圧迫

しますが、継続的・長期的成長には不可欠のものであり、中期的利益の増大に資するもの

と考えています。

　前期に続き自動車流通業界向けの営業支援システムによる新規顧客層の拡大、自動車フ

ァイナンス業界を中心とする既存顧客への売上拡大に注力いたしました結果、当期の売上

高は867,419千円で前期比10.1％の減収となりました。当期より再販業務支援の売上高が

計上されていないことから、システム業務支援の売上高のみ前期対比した場合には、11.1％

の増加となります。利益面については、上記子会社の稼働及びデータに対する投資の本格

化などにより当第３四半期から原価及び費用が増加することとなったものの、再販業務支

援に係る原価等が当期より計上されないことで原価及び費用が縮小し、営業利益で290,616

千円と前期比39.8％の増益、持分法投資利益等を加減した経常利益で305,809千円と同

33.9％の増益、親会社株主に帰属する当期純利益で199,608千円と同57.2％の増益となりま

した。
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②　設備投資の状況

　当連結会計年度中において実施いたしました企業集団の設備投資の総額は50,209千

円で、その主なものは次のとおりであります。

イ．当連結会計年度中に完成した主要設備

本社

本社

　無停電電源装置入替

　CAドクター改修

ロ．当連結会計年度において継続中の主要設備の新設、拡充

　　該当事項はありません。

ハ．当連結会計年度中に実施した重要な固定資産の売却、撤去、滅失

　　該当事項はありません。

③　資金調達の状況

　該当事項はありません。

④　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況

　該当事項はありません。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況

　該当事項はありません。

⑥　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況

　該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況

　該当事項はありません。
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(2) 財産及び損益の状況

　　①　企業集団の財産及び損益の状況

区 分
第47期

(平成27年3月期)
第48期

(平成28年3月期)
第49期

(平成29年3月期)

第50期
(当連結会計年度)
(平成30年3月期)

売 上 高　(千円) 1,100,293 1,032,434 964,833 867,419

経 常 利 益  (千円) 325,722 281,240 228,346 305,809

親会社株主に帰
属する当期純利
益

　(千円) 203,594 181,481 126,975 199,608

１株当たり当期純利益 (円) 57.70 51.43 35.99 56.57

総 資 産　(千円) 2,618,595 2,312,510 2,187,957 2,523,773

純 資 産　(千円) 1,654,649 1,767,854 1,846,937 2,063,231

１株当たり純資産額 (円) 468.94 501.04 523.45 584.52

②　当社の財産及び損益の状況

区 分
第47期

(平成27年3月期)
第48期

(平成28年3月期)
第49期

(平成29年3月期)

第50期
(当事業年度)
(平成30年3月期)

売 上 高　(千円) 1,100,293 1,028,021 961,713 864,483

経 常 利 益  (千円) 320,661 271,581 229,553 319,601

当 期 純 利 益　(千円) 174,951 152,292 128,582 182,904

１株当たり当期純利益 (円) 49.58 43.16 36.44 51.84

総 資 産　(千円) 2,436,082 2,108,295 1,994,088 2,298,509

純 資 産　(千円) 1,484,080 1,574,789 1,663,572 1,849,499

１株当たり純資産額 (円) 420.60 446.32 471.48 524.18

－ 4 －



(3) 重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社との関係

該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

ジェイ・コア株式会社 100,000千円 100％ －

千車科技（北京）
有限公司

US$700,000 100％ ファイナンス事業者向け業務支援

株式会社ミネルバグラ
ンディール

10,000千円 49.5％
ITシステムの企画、設計、開発、
運用保守サービス全般

（注）平成29年12月に株式会社ミネルバグランディールを設立いたしました。

(4) 対処すべき課題

　今後、当社グループが企業価値を高め、成長シナリオを実現していくため、以下の事

業基盤、経営基盤の強化拡充を図ります。

１． システム事業の推進
　当社のASP型のシステムサービスメニューをより拡充・進化させ、個々のメニュ

ーを有機的に組み合わせて新たなドメインへの展開を図ります。具体的にはこれ

までの自動車ファイナンス市場を中心とした展開に加え、自動車流通市場へのサー

ビス提供へと拡大させることにより、潜在顧客層へのアプローチを行い、システム

サービスメニューによる収益力の向上に努めます。

２． 海外事業の展開
　当社グループの将来的な発展のため、事業モデルの海外展開を進めます。当社で

は平成20年1月の韓国関連会社設立に続き、平成25年6月に中国に子会社を設立して

おります。

　今後も成長する海外市場に対して全社的視点で当社のグローバル戦略を立案す

るため、またグローバル市場において活躍ができる人材の育成と確保のため、海外

事業の強化を図ります。

３． 人材の採用と育成
　事業の継続と拡大、成長戦略の実現などすべての企業活動において、優れた人材

の確保が重要と認識しております。また事業規模の成長スピード、事業収益力の確

実性を高めるには、組織の活性化が必要と認識しており、今後もさらなる優秀な人

材の採用とその育成を図ります。

４． 経営組織力の強化と内部統制
　事業環境の変化、今後の競争激化に対応するべく業務執行を効率的に進めるた

め、経営判断スピードを向上させるとともに、的確な内部統制制度の整備運用に努

め、スピードと正確性・適正性を両立する強固な経営組織力の構築を目指します。

　株主の皆様におかれましては、引き続き何とぞ一層のご指導、ご支援を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。
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(5) 主要な事業内容（平成30年3月31日現在）

　当社グループは、「ファイナンステクノロジー（＊１）、及びインフォメーション

テクノロジー（＊２）を融合した『ＩＴプラットフォーム』を提供する」ことを目指

す自動車関連事業者向けのＢＰＯ（＊３）（業務支援）企業です。

＊１　オートリース会社等を中心にファイナンス事業者全般を対象にしています。

＊２　自動車金融事業者及び自動車販売事業者に必要なシステムの開発ならびに提

供を行っています。

＊３　Business Process Outsourcing　の略。

(6) 主要な営業所（平成30年3月31日現在）

事 業 所 名 所 在 地 設 備 の 内 容

本 社 東 京 都 目 黒 区 本 社

(7) 使用人の状況（平成30年3月31日現在）

　①企業集団の使用人の状況

事 業 区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

営 業 部 門 12（-）名 4名減 (2名減）

シ ス テ ム 部 門 11（3） 5名増 (2名増）

管 理 部 門 3（-） 1名増 　（－）

合 計 26（3） 2名増 　（－）

（注）使用人数は就業員数であり、パート及び嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を外
数で記載しております。

　②当社の使用人の状況

使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

22名 － 38.3歳 7.2年

（注）使用人数には使用人兼務役員、契約社員を含み、役員、臨時雇用、派遣社員は含ま
れておりません。

(8) 主要な借入先の状況（平成30年3月31日現在）

      該当事項はありません。

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

　該当事項はありません。
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２．会社の現況

（1）株式の状況（平成30年3月31日現在）

 ① 発行可能株式総数 7,698,000株

 ② 発行済株式の総数 3,570,000株 (自己株式41,628株を含む)

 ③ 株主数 398名

 ④ 大株主の状況（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

有 限 会 社 タ イ ム ラ ー 1,710,000株 48.46％

千 　 村 　 岳 　 彦 960,000 27.21

小 　 堀 　 元 　 裕 143,400 4.06

吉 　 岡 　 裕 　 之 99,000 2.81

水 　 元 　 公 　 仁 90,000 2.55

大 　 重 　 知 　 弘 51,000 1.45

関 　 家 　 一 　 馬 50,000 1.42

千 　 村 　 紫 　 乃 45,000 1.28

千 　 村 　 勇 　 貴 45,000 1.28

佐 々 木 　 聖 　 太 22,700 0.64

    (注) 1.当社は自己株式を41,628株保有しておりますが、上記大株主からは除外してお

ります。

         2.持株比率は自己株式を控除して計算しております。

（2）新株予約権等の状況

　   　該当事項はありません。
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（3）会社役員の状況

① 取締役及び監査役の状況（平成30年3月31日現在）

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 千 村 岳 彦

常 務 取 締 役 前 田 　 格  経営企画部長

常 務 取 締 役 内 村 裕 一  営業部長

取 締 役 井 坂 俊 達  管理部管掌

取 締 役 林 　 雅 大  ＩＣＴ部長

取 締 役 永 野 竜 樹

ｵｰﾙﾆｯﾎﾟﾝ･ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱

常務取締役

ﾄｰｾｲ㈱社外監査役

常 勤 監 査 役 小 島 　 寔

監 査 役 鈴 木 清 雄  社会保険労務士

監 査 役 山 中 雅 雄
 弁護士

 ㈱ﾁﾖﾀﾞ社外監査役

（注）  １．取締役永野竜樹氏は、社外取締役であります。

        ２. 監査役小島寔、監査役鈴木清雄及び、監査役山中雅雄の三氏は、社外監査役

であります。

        ３. 当社は取締役永野竜樹氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指

定し､同取引所に届け出ております。

② 当事業年度中に退任した取締役及び監査役

該当事項はありません。

③ 取締役及び監査役の報酬等

　イ．当事業年度に係る報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 ６名 77,014千円
（ う ち 社 外 取 締 役 ）  　 　　（１名） （2,400千円）
監 査 役 ３名 9,600千円
（ う ち 社 外 監 査 役 ）  　　　　（３名） （9,600千円）

合 計
（ う ち 社 外 役 員 ）

９名
（４名）

86,614千円
（12,000千円）

（注)１.  取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

   　２.  取締役の報酬限度額は、平成12年5月25日開催第32期定時株主総会において年額

100百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいておりま

す。

　　 ３． 監査役の報酬限度額は、昭和54年5月31日開催第11期定時株主総会において年額

50百万円以内と決議いただいております。
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(4) 社外役員に関する事項
①　他の法人等との業務執行者としての重要な兼職状況及び当社と当該他の法人等と

の関係
・取締役永野竜樹氏は、オールニッポン・アセットマネジメント株式会社の常務取
締役であります。なお、この会社と当社との間には特別の関係はありません。

②　他の法人等の社外役員等としての重要な兼任状況及び当社と当該他の法人等との
関係
・取締役永野竜樹氏は、トーセイ株式会社の社外監査役であります。なお、この会
社と当社との間には特別の関係はありません。

・監査役山中雅雄氏は､株式会社チヨダの社外監査役であります。なお、この会社
と当社との間には特別の関係はありません。

③　当事業年度における主な活動状況
イ．取締役会、監査役会への出席状況

取締役会（19回開催） 監査役会（17回開催）

出席回数 出席率 出席回数 出席率

取締役 永野竜樹 17回 89％ - -

監査役 小島  寔 19回 100％ 17回 100％

監査役 鈴木清雄 19回 100％ 17回 100％

監査役 山中雅雄 18回 95％ 16回 94％

ロ．主な発言状況
・永野竜樹氏は、大手金融機関における経験を有し、現在も運用会社取締役とし
て企業経営に携わっており、取締役会において、その幅広い経験と専門的な高
い見識を基に、他の取締役に対する監督機能を十分に発揮するとともに、取締
役の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行っていただけ
るものと判断しております。

・小島寔氏は､社外監査役として行った監査の報告をし、取締役会において､主に
当社事業に対する知見及び経営全般に関する見識を有する監査役としての発言
を行っております。また監査役会において、当社の内部監査について適宜、必
要な発言を行っております。

・鈴木清雄氏は､取締役会において､主に社会保険労務士としての専門的見地なら
びに経営全般に関する見識を有する監査役としての発言を行っております。ま
た監査役会において、当社の内部監査について適宜、必要な発言を行っており
ます。

・山中雅雄氏は､取締役会において､主に弁護士としての専門的見地ならびに経営
全般に関する見識を有する監査役としての発言を行っております。また監査役
会において、当社の内部監査について適宜、必要な発言を行っております。

④　責任限定契約の内容の概要
　当社と社外取締役及び社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法
第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額の範囲内としており
ます。
　なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取締役及び社外監査役が責任の
原因となった職務の遂行について善意でかつ重大な過失がないときに限られます。
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３．会計監査人の状況

（1）名称　新日本有限責任監査法人

（2）報酬等の額

報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 16,800千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の

財産上の利益の合計額
16,800千円

（注）１.当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品

取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区

分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合

計額を記載しております。

２.監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬

見積りの算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、

会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

（3）非監査業務の内容

　該当事項はありません。

（4）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

　当社の会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当し、適正な監査の遂

行が困難であると、監査役全員が認めた場合、監査役会は全員一致の決議により当該

会計監査人を解任するものとします。

　また、当社の会計監査人について、法定解任事由に該当する事実がある場合のほか、

会計監査人としての独立性、信頼性、効率性等を評価し、より適切な監査を期待でき

る会計監査人の選任が必要と判断した場合は、監査役会は、株主総会に提出する会計

監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定します。

（5）責任限定契約の内容の概要

該当事項はありません。

（6）過去２年間に業務の停止の処分を受けた者に関する事項

　該当事項はありません。
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４. 業務の適正を確保するための体制
　当社は、平成２７年５月２０日開催の取締役会において、内部統制システムの基本方

針について決議しております。基本方針の概要は、以下のとおりです。

1.取締役・使用人の職務の執行が法令・定款に適合することを確保するための体制

(1)全役職員の日常活動における行動基準であり、かつコンプライアンスの基本方針及び

遵守基準である「システム・ロケーション株式会社倫理・行動規範」の浸透を図るとと

もに、「コンプライアンス管理規程」を制定し、コンプライアンスの徹底と企業倫理の

確立を図る。

(2)代表取締役社長を委員長とする内部監査委員会がコンプライアンスの推進及び徹底を

図るための協議・調整を行う機関となり、管理部長が「実施統括責任者」としてコンプ

ライアンスの推進・徹底を図るため、組織・体制を整備するとともに、違法行為などに

関する情報把握ルートの確保を図るため、内部通報制度を「コンプライアンス管理規

程」内において設ける。

(3)「職務権限規程」、「業務分掌規程」に基づき、特定の者に権限が集中しないよう内

部牽制システムの確立を図る。

(4)内部監査を実施して不正の発見・防止と業務プロセスの改善に努める。

2.取締役の職務の執行にかかる情報の保持及び管理に対する体制

(1)取締役の職務の執行にかかる情報については、法令、定款及び「文書管理規程」に基

づき、適切かつ安全に管理する。

(2)情報セキュリティ管理についての規程を策定し、当社グループにおけるリスク情報の

管理を徹底する。

(3)内部監査委員会は「コンプライアンス管理規程」に基づいて、取締役、従業員に対し

て、法令、定款、「文書管理規程」に則った文書の保存、管理を適正に行うように指導

する。

(4)取締役及び従業員は、取締役の職務の執行にかかる情報を適切かつ確実に、取締役ま

たは監査役が閲覧を要求した場合に、いつでも閲覧及び検索が可能な状態で保管してお

く。

3.損失の危険の管理に関する規程その他の体制

(1)会社が直面するリスクを管理するために策定された「リスク管理規程」の取締役及び

従業員への浸透を図る。

(2)「リスク管理規程」に従い、リスク管理方針を策定し、適切にリスク管理を行うための

組織・体制及びリスク管理における役割と責任を明確に定めるとともに、統合的なリス

ク管理の推進・徹底を図るため代表取締役社長を委員長とする「リスク管理委員会」を

設置する。また、「リスク管理統括部門」は、リスク及びリスク管理の状況をモニタリ

ングするとともに資本の十分性を検証する。

(3)大規模な事故、災害、不祥事その他の緊急事態が生じた場合には、危機対策本部を設

置するなどして迅速にこれに対応し、損害の拡大の防止に努める。
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4.取締役の職務が効率的に行われることを確保するための体制

(1)取締役会は毎月1回定期的に行うほか、適時随時に実施し、法令、定款及び「取締役会

規程」に従って、重要事項について審議・決定を行う。

(2)取締役は、幹部職員を含めた定例的な情報交換会を実施するとともに、必要に応じて

適時ミーティングを実施して活発な情報交換を図り、迅速な対応が要求される事項につ

いてスピーディーな意思決定を可能にする。

5.当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制

(1)当社グループ共通の行動指針として、「システム・ロケーション株式会社倫理・行動

規範」、その他の重要な基本方針等の精神を共有し、当社とともにこれらを実践する。

(2)「関係会社管理規程」に従って、子会社の経営及び業績を管理、指導する。

6.監査役の職務を補助すべき従業員に関する体制と当該従業員の取締役からの独立性に関

する事項

(1)監査役が必要とした場合は、監査役の職務を補助する従業員を置くこととする。

(2)当該従業員は、監査役より受けた業務に関し、取締役などの指揮命令に服さない。当

該従業員の任命、異動、評価、懲戒は監査役の意見を尊重した上で行うものとする。

(3)当該従業員が、他部署の使用人を兼務する場合は、監査役にかかる業務を優先して従

事するものとする。

7.取締役及び従業員が監査役に報告するための体制その他監査役への報告に関する体制

(1)当社グループの取締役及び従業員は、法令違反事実、会社に著しい損害を与える事実

があることを発見した場合は、「コンプライアンス管理規程」に定める内部通報制度を

活用して、コンプライアンス委員会内に設置される通報者に不利益が及ばない「コンプ

ライアンス相談窓口」にその報告を行うとともに、監査役に対して、当該事実に関する

事項を速やかに報告することとする。

(2)リスク・コンプライアンス情報を受け取った「実施統括責任者」または「コンプライ

アンス担当部門」は、迅速、かつ適切に対応するとともに、当該情報について監査役に

報告するものとする。

(3)当社グループの取締役及び従業員は、監査役から業務執行に関する事項の報告を求め

られた場合には、速やかに報告を行わなければならない。

8.その他監査役の監査が実効的に行なわれることを確保するための体制

(1)監査役は、内部監査の年次計画について事前に説明を受け、修正を求めることができ

るものとする。実施状況についても、適宜報告を受け、必要に応じて追加監査の実施、

業務改善策の策定などを求めることができる。

(2)監査役は、会計監査人を監督し、会計監査人の取締役からの独立性を確保するため、

会計監査人の監査計画について事前に報告を受けることとする。会計監査人の報酬及

び会計監査人に依頼する非監査業務については監査役の事前承認を要するものとする。

(3)監査役は、取締役、従業員等と、必要に応じていつでも意見交換を行なうことができ

る。

(4)監査役は、必要に応じていつでも、重要と思われる会議に出席することができる。
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(5)監査役が、その職務の執行について生ずる費用または債務の前払いまたは償還等の請

求をしたときは、当該監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速や

かに当該費用または債務を処理する。

9.財務報告の信頼性を確保するための体制

(1)財務報告の信頼性確保及び金融商品取引法第24条の４の４に規定する内部統制報告書

の有効かつ適切な提出のため、代表取締役社長の指示の下、当社グループ全体に対する

内部統制システムの構築を行い、その仕組みが適正に機能することを継続的に評価し、

必要な改善を行う。

(2)法令及び証券取引所の規則を遵守し、適正かつ適時に財務報告を行う。

(3)内部監査部門は、全社的な内部統制の状況や業務プロセス等の把握・記録を通じて評

価及び改善結果の報告を行う。

(4)取締役及び従業員は、「内部統制改善報告制度」に則り、内部統制上是正措置を施す

べき不備を発見もしくは認知した場合には、その内容を当社取締役に報告する。報告を

受けた取締役は、代表取締役社長に当該内容を報告し、代表取締役社長がその不備の改

善のための方策を指揮し、改善状況を取締役会にて、取締役、監査役に報告する。

10.反社会的勢力の排除

　社会の秩序や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的勢力に対しては、断固たる行

動をとることを周知徹底し、一切の関係遮断に向けた取り組みを推進する。

11.業務の適正性を確保するための体制の運用状況

　当社は、前記の業務の適正を確保するための体制について、内部統制システム基本方

針に基づき、適切な整備とその運用に努めております。当連結会計年度における当該体

制の運用状況は以下のとおりです。

(1)取締役は、取締役会を毎月開催し、取締役及び使用人の職務執行の適正性、経営リス

クまたは法令及び定款等への適合性を審議し、経営上の意思決定を行っております。

(2)監査役は、監査役会を毎月開催し、監査役相互による意見交換を行っております。ま

た、監査役は、会計監査人ならびに内部監査室との間で定期的に情報交換等を行い、

取締役会を含む重要な会議への出席を通じて、取締役の職務執行、法令、定款等の遵

守等について監査を実施しております。

(3)内部統制委員会は、年次の内部統制評価の基本計画に基づく内部統制評価を実施し、

取締役会にその結果を報告しております。

(4)情報セキュリティ委員会は、セキュリティリスクの見直しを実施し、リスク対策を検

討しております。また内部監査人による内部監査を実施し、結果を社長に報告し、不

適合については適切な是正措置を実施しております。

(5)当社は、使用人の日常のセキュリティ意識、及びコンプライアンス意識を高めるため、

全社員を対象とした社内研修を年1回実施しております。
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連 結 貸 借 対 照 表

（平成30年３月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

原材料及び貯蔵品

繰 延 税 金 資 産

未 収 入 金

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

車 両 運 搬 具

工具、器具及び備品

土 地

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

長 期 貸 付 金

保 険 積 立 金

そ の 他

1,390,993

1,261,871

106,842

154

9,900

6

12,219

1,132,779

226,261

80,491

3,819

12,258

129,691

134,406

128,693

5,713

772,111

546,845

4,950

207,999

12,316

流 動 負 債 156,673

買 掛 金 11,946

未 払 法 人 税 等 92,601

賞 与 引 当 金 15,203

そ の 他 36,921

固 定 負 債 303,868

繰 延 税 金 負 債 79,089

退職給付に係る負債 51,886

役員退職慰労引当金 172,893

負 債 合 計 460,542

（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 1,857,490

資 本 金 191,445

資 本 剰 余 金 191,230

利 益 剰 余 金 1,493,253

自 己 株 式 △18,438

その他の包括利益累計額 204,909

その他有価証券評価差額金 196,143

為替換算調整勘定 8,766

非 支 配 株 主 持 分 831

純 資 産 合 計 2,063,231

資 産 合 計 2,523,773 負 債 純 資 産 合 計 2,523,773
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連 結 損 益 計 算 書

(平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 867,419

売 上 原 価 174,411

売 上 総 利 益 693,007

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 402,391

営 業 利 益 290,616

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 7,827

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 7,349

そ の 他 954 16,131

営 業 外 費 用

保 険 解 約 損 150

為 替 差 損 764

そ の 他 23 938

経 常 利 益 305,809

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 409 409

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 570 570

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 305,648

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 116,468

法 人 税 等 調 整 額 △6,209 110,258

当 期 純 利 益 195,389

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 損 失 △4,218

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 199,608
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連結株主資本等変動計算書

(平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで)

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 191,445 191,230 1,353,628 △18,411 1,717,891

連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △59,982 △59,982

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

199,608 199,608

自 己 株 式 の 取 得 △26 △26

株主資本以外の項目の連結
会計年度変動額(純額)

連結会計年度変動額合計 － － 139,625 △26 139,598

当連結会計年度末残高 191,445 191,230 1,493,253 △18,438 1,857,490

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評価
差 額 金

為替換算調整勘定
その他の包括利益累
計 額 合 計

当連結会計年度期首残高 133,110 △4,064 129,045 － 1,846,937

連 結 会 計 年 度 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △59,982

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

199,608

自 己 株 式 の 取 得 △26

株主資本以外の項目の連結
会計年度変動額(純額)

63,032 12,831 75,863 831 76,695

連結会計年度変動額合計 63,032 12,831 75,863 831 216,293

当連結会計年度末残高 196,143 8,766 204,909 831 2,063,231
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連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記

(1) 連結の範囲に関する事項

　　連結子会社の状況

・連結子会社の数　　　　　　　　３社
・連結子会社の名称　　　　　　　ジェイ・コア株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　千車科技（北京）有限公司
　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社ミネルバグランディール

(2) 持分法の適用に関する事項

①　持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況

・持分法適用の非連結子会社及び関連会社数　　２社
・会社名　　　　　　　　　　　CAR AUCTION Co., Ltd.

株式会社エヴリス

②　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況

・会社名 日本福祉車両販売株式会社

・持分法を適用しない理由 　当期純損益及び利益剰余金等の及ぼす影響が軽
微であり、かつ重要性がないため持分法の適用範囲
から除外しております。

③　持分法適用手続に関する特記事項
　持分法適用会社のうち、決算日が連結決算日と異
なる会社については、各社、直近の事業年度に係る
計算書類を使用しております。

(3) 連結の範囲の変更に関する注記
　株式会社ミネルバグランディールにつきまして
は、当連結会計年度において新たに設立をしたた
め、連結の範囲に含めております。

(4) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　　連結子会社の決算日が連結決算日と異なる会社は次の通りです。
　　　・千車科技（北京）有限公司　　　　　12月31日
　　　・株式会社ミネルバグランディール　　９月30日

　決算日が12月31日の連結子会社については、連結計算書類の作成にあたり、連結子会
社の決算日現在の計算書類を使用しております。ただし、連結決算日との間に生じた重
要な取引については連結上必要な調整を行っております。
　決算日が９月30日の連結子会社については、連結計算書類の作成にあたり、連結決算
日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を使用しております。

(5) 会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．その他有価証券

・時価のあるもの 　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は
全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平
均法により算定）を採用しております。
なお、債券のうち「取得原価」と「債券金額」との
差額の性格が金利の調整と認められるものについ
ては、償却原価法（定額法）により原価を算出して
おります。
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・時価のないもの 　移動平均法による原価法を採用しております。

ロ．たな卸資産　　　　　　　　　個別法による原価法（貸借対照表価額については
収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）を採用し
ております。

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産　　　　　　　　定率法を採用しております。
ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附
属設備を除く）及び平成28年４月１日以降に取得し
た建物附属設備については定額法を採用しており
ます。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物　　　　　　　　４～38年
工具、器具及び備品　４～15年

ロ．無形固定資産　　　　　　　　定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内に
おける利用可能期間（5年）に基づいております。

③　重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金　　　　　　　　　　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権
については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特
定の債権については個別に回収可能性を勘案し、
回収不能見込額を計上しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、当連結会計年度の繰入額はありません。

ロ．賞与引当金　　　　　　　　　　従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の
当連結会計年度負担額を計上しております。

ハ．役員退職慰労引当金　　　　　　役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退
職慰労金規程に基づく当連結会計年度末要支給
額を計上しております。

④　その他連結計算書類作成のための重要な事項

イ．退職給付に係る負債の計上基準　退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算
に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職
給付債務とする方法を用いた簡便法を適用して
おります。

ロ．消費税等の会計処理　　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式に
よっております。

２．連結貸借対照表に関する注記

  有形固定資産の減価償却累計額 131,048千円

３．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 3,570,000株 －株 －株 3,570,000株
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(2) 剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額等

決 議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

平成29年６月23日
定 時 株 主 総 会

普 通 株 式 59,982 17 平成29年３月31日 平成29年６月26日

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度にな

るもの

決 議 予 定 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

平成30年６月27日
定 時 株 主 総 会

普通株式 59,982 利益剰余金 17 平成30年３月31日 平成30年６月28日

４．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針

　当社グループは、一時的な余資は主に流動性の高く投資リスクの少ない金融資産で

運用し、投機的な取引は行わない方針であります。

②　金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

  有価証券及び投資有価証券は、主に投資信託、業務上の関係を有する企業の株式で

あり市場価格の変動リスクに晒されております。

  営業債務である買掛金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。

③　金融商品に係るリスク管理体制

・信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

 　 当社は、販売管理規程に従い営業債権について、各部門長へ毎月未入金リスト

を回付し、取引先への連絡を行っております。

・市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

　　当社は、有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価等を把握しており

ます。

・資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払が実行できなくなるリスク）

　　当社は、手許流動性の維持などにより流動性のリスク管理をしております。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

  金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算出された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織

り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動するこ

とがあります。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

　平成30年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につ
いては、次のとおりであります。なお、時価を把握することが困難と認められる
ものは含まれておりません。

連結貸借対照表計上額
（※）

時 価 （ ※ ） 差 額

(1) 現 金 及 び 預 金 1,261,871　千円 1,261,871　千円 －　千円

(2) 売 掛 金 106,842 106,842 －

(3) 投 資 有 価 証 券 372,897 372,897 －

(4) 買 掛 金 (11,946) (11,946) －

（※）負債に計上されているものについては（　）で示しております。

（注）１. 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

     　(1）現金及び預金（2）売掛金（4）買掛金

  これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該帳簿価額によっております。

　   　(3）投資有価証券

　これらの時価について、株式等は取引所の価格によっております。

　　　２. 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 連結貸借対照表計上額（千円）

　非上場株式 　　　　　　　　　　　173,948

合計 　　　　　　　　　　　173,948

　非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認め
られることから、「（3）投資有価証券」には含めておりません。

５．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 584円52銭

(2) １株当たり当期純利益 56円57銭

６．重要な後発事象に関する注記

　　　該当事項はありません。

７．その他の注記

　　　特記事項はありません。
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貸　借　対　照　表
（平成30年3月31日現在）

（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

原材料及び貯蔵品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

車 両 運 搬 具

工具、器具及び備品

土 地

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

関 係 会 社 出 資 金

長 期 貸 付 金

保 険 積 立 金

そ の 他

1,241,032

1,115,033

104,640

154

9,484

9,900

354

1,814

△349

1,057,477

225,660

80,491

3,346

12,131

129,691

140,301

128,693

11,608

691,516

372,897

86,902

7,596

4,950

207,999

11,170

流 動 負 債 154,120

買 掛 金 15,305

未 払 金 14,668

未 払 費 用 154

未 払 法 人 税 等 92,282

預 り 金 4,094

賞 与 引 当 金 15,203

そ の 他 12,413

固 定 負 債 294,889

繰 延 税 金 負 債 70,109

退 職 給 付 引 当 金 51,886

役員退職慰労引当金 172,893

負 債 合 計 449,009

（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 1,653,356

資 本 金 191,445

資 本 剰 余 金 191,230

資 本 準 備 金 191,230

利 益 剰 余 金 1,289,119

利 益 準 備 金 1,365

その他利益剰余金 1,287,754

別 途 積 立 金 60,000

繰越利益剰余金 1,227,754

自 己 株 式 △18,438

評価・換算差額等 196,143

その他有価証券評価差額金 196,143

純 資 産 合 計 1,849,499

資 産 合 計 2,298,509 負 債 純 資 産 合 計 2,298,509
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損　益　計　算　書

（ 平成29年4月 1日から
平成30年3月31日まで）

（単位：千円）

科 目 金            額

売 上 高 864,483

売 上 原 価 174,849

売 上 総 利 益 689,634

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 377,765

営 業 利 益 311,869

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 7,825

そ の 他 887 8,713

営 業 外 費 用

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 349

保 険 解 約 損 150

為 替 差 損 481 981

経 常 利 益 319,601

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 409 409

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 570

子 会 社 出 資 金 評 価 損 26,567 27,137

税 引 前 当 期 純 利 益 292,873

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 116,178

法 人 税 等 調 整 額 △6,209 109,968

当 期 純 利 益 182,904
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株主資本等変動計算書

（ 平成29年4月 1日から
平成30年3月31日まで）

 （単位：千円）

株主資本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計

資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合　　　計

別途積立金
繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 191,445 191,230 1,365 60,000 1,104,833 1,166,198 △18,411 1,530,461

当 期 変 動 額

剰余金の配当 △59,982 △59,982 △59,982

当期純利益 182,904 182,904 182,904

自己株式の取得 △26 △26

株主資本以外の
項目の当期変動額
( 純 　 　  額 )

当期変動額合計 － － － － 122,921 122,921 △26 122,895

当 期 末 残 高 191,445 191,230 1,365 60,000 1,227,754 1,289,119 △18,438 1,653,356

評価・換算
差 額 等

純資産合計
その他有価
証券評価差
額 金

当 期 首 残 高 133,110 1,663,572

当 期 変 動 額

剰余金の配当 △59,982

当期純利益 182,904

自己株式の取得 △26

株主資本以外の
項目の当期変動額
( 純 　  　 額 )

63,032 63,032

当期変動額合計 63,032 185,927

当 期 末 残 高 196,143 1,849,499
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

①  子会社株式及び関連会社株式　　 移動平均法による原価法を採用しております。

②　その他有価証券

・時価のあるもの　　　　　　　　 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額
は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移
動平均法により算定）を採用しております。
なお、債券のうち「取得原価」と「債券金額」と
の差額の性格が金利の調整と認められるものに
ついては、償却原価法（定額法）により原価を算
出しております。

・時価のないもの　　　　　　　　 移動平均法による原価法を採用しております。
(2）たな卸資産の評価基準及び評

価方法
個別法による原価法（貸借対照表価額については
収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）を採用
しております。

(3) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産　　　　　　　　　 定率法を採用しております。ただし、平成10年
4月1日以降に取得した建物（附属設備を除く）及
び平成28年４月１日以降に取得した建物附属設
備については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
　建物　　　　　　　　４～38年
　工具、器具及び備品　４～15年

②　無形固定資産　　　　　　　　　 定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内
における利用可能期間（5年）に基づいておりま
す。

(4) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金　　　　　　　　　　 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債
権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等
特定の債権については個別に回収可能性を勘案
し、回収不能見込額を計上しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 なお、当事業年度の繰入額はありません。

②　賞与引当金　　　　　　　　　　 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額
の当期負担額を計上しております。

③　退職給付引当金　　　　　　　　 従業員の退職給付に備えるため、当期末におけ
る退職給付債務の見込額に基づき計上しており
ます。

④　役員退職慰労引当金　　　　　　 役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退
職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上して
おります。

(5) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　・消費税等の会計処理　　　　　　 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式に
よっております。

２．貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 130,234千円

(2) 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。
短期金銭債権 129千円
短期金銭債務 4,320千円
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３．損益計算書に関する注記

　  関係会社との取引高

　 　　売上高 1,440千円

　 　　外注費 1,248千円

　 　　営業取引以外の取引高 10,751千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

　自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 41,595株 33株 －株 41,628株

５．税効果会計に関する注記

 　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）

未払事業税 5,202千円

賞与引当金 4,697千円

役員退職慰労引当金 52,905千円

退職給付引当金 15,877千円

関係会社株式評価損 15,419千円

子会社出資金評価損 21,523千円

その他 5,119千円

繰延税金資産小計 120,745千円

 評価性引当額 △94,470千円

繰延税金資産総計 26,275千円

（繰延税金負債）

その他有価証券評価差額金 △86,484千円

繰延税金負債合計 △86,484千円

繰延税金負債の純額 △60,208千円

６．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 524円18銭

(2) １株当たり当期純利益 51円84銭

７．重要な後発事象に関する注記

　　　該当事項はありません。

８．その他の注記

　　　特記事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

平成30年5月16日

システム・ロケーション株式会社

取締役会　御中

　　　　新日本有限責任監査法人

指定有限責任
社 員
業務執行社員

公認会計士 佐 藤 明 典 ㊞

指定有限責任
社 員
業務執行社員

公認会計士 白 取 一 仁 ㊞

  当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、システム・ロケーション株式
会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の連結計算書
類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注
記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要
な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した
内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算
書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当
と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算
書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策
定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続
が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統
制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正
な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及び
その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算
書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、システム・ロケーション株式会社及び連結子会社からなる企業
集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき
利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

平成30年5月16日

システム・ロケーション株式会社

取締役会　御中

　　　　　新日本有限責任監査法人

指定有限責任
社 員
業務執行社員

公認会計士 佐 藤 明 典 ㊞

指定有限責任
社 員
業務執行社員

公認会計士 白 取 一 仁 ㊞

  当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、システム・ロケーション
株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの第５０期事業年度の計算書
類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその
附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬
による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経
営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及
びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般
に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に
計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る
ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手す
るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計
算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され
る。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査
法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算
書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に
は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評
価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と
認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産
及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。

   以　　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査役会は、平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第50期事業
年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づ
き、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の

実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人
からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方
針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意
思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以
下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な
決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の
状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役
及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社
から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合
することを確保するための体制その他株式会社及びその子会社から成
る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施
行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役
会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制シ
ステム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況
について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明
いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施している
かを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監
査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」
（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理
基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している
旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人
から、金融庁の行政処分を受け業務改善計画を提出したとの報告を受
け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細
書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別
注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結
損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い
たしました。
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２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況
を正しく示しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に
違反する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認
めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及
び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ
ん。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ
ると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ
ると認めます。

平成30年5月16日

システム・ロケーション株式会社　監査役会

常勤監査役（社外監査役） 小 島 　 　 寔 ㊞

社 外 監 査 役 鈴 木 　 清 雄 ㊞

社 外 監 査 役 山 中 　 雅 雄 ㊞

以　上
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件

　　期末配当に関する事項

　第50期の期末配当につきましては、当事業年度の業績ならびに今後の事業展開等を勘

案いたしまして以下のとおりといたしたいと存じます。

①　配当財産の種類

　金銭

②　配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　当社普通株式１株につき金17円

　なお、この場合の配当総額は59,982,324円となります。

③　剰余金の配当が効力を生じる日

　平成30年6月28日
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第２号議案　監査役１名選任の件

　監査役小島寔氏は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、監査

役１名の選任をお願いするものであります。

　なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。

　監査役候補者は、次のとおりであります。

ふり

氏
 

　
 

　
がな

名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 数

こ

小
 

　
じま

島
 

　
 

　
 

　
まこと

寔
(昭和17年9月13日生)

昭和41年 4月　　中央信託銀行㈱（現三井住友

信託銀行㈱）入社

平成15年 6月　　日本不動産総合評価トラスト

㈱取締役

平成18年 6月　　当社監査役就任

平成27年 6月　　当社常勤監査役就任（現任）

10,000株

(注）１．候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．小島寔氏は社外監査役候補者であります。

３．社外監査役候補者の選任理由について

小島寔氏につきましては、当社事業に対する知見並びに経営全般に関する見識

を当社の経営に反映していただくため、社外監査役としての選任をお願いする

ものであります。なお、同氏の社外監査役就任期間は、本総会終結の時をもっ

て12年であります。

４．小島寔氏と当社は、現在、責任限定契約を締結しており、原案どおり選任され

た場合も契約を継続する予定であります。その契約内容の概要は、会社法第427

条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の賠償責任を法令が定める額の範

囲に限定するものであります。

第３号議案　退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

　取締役井坂俊達氏は、本総会終結の時をもって退任されますので、在任中の功労に報い

るため、当社における一定の基準に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を贈呈することと

いたしたく存じます。

　なお、その具体的金額、贈呈の時期、方法等は,取締役会によることにご一任願いたいと

存じます。

　退任取締役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略 歴

井 坂 　 俊 達
平成17年１月　当社監査役

平成27年６月　当社取締役（現任）

以上
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株主総会会場ご案内図

会場　　東京都目黒区東山２丁目６番３号　本社ビル５階会議室

（交通アクセス）

東急田園都市線　池尻大橋駅下車　東口より徒歩６分


